
杉並三田会・知的好奇心の会 例会のご案内          2026 年 9 月吉日 

 

杉並三田会の皆さま 

石油、天然ガス、石炭――いずれのエネルギー資源にも乏しい日本。 

現代の世界は、三つの「フルセット型エネルギー国家」と、それに挟まれる「持たざる三地

域」という構造によって成り立っています。 

米国、ロシア、中国という三つの大国は、資源、技術、資本のすべてを自前で持つ。一方、

欧州、中東、そして日本という三地域は、いずれもエネルギー戦略上、何か決定的なものを

欠いています。 

では、日本はどうすれば生き残ることができるのでしょうか。 

――『新・世界エネルギー戦争 資源敗戦国・日本の未来』（吉井英生著）より 

 

今回は、エネルギー評論家であり、杉並三田会会員でもある吉井英生さんに講演をお願い

しました。 

講演では、ページ数の関係で書籍には収録されなかった内容に加え、最新の国際情勢も盛

り込まれます。『新・世界エネルギー戦争』をすでに読まれた方にも楽しんでいただける内

容になる予定です。 

 

講演  「エネルギーの地政学」 

講師  合同会社 エネルギー問題研究センター代表社員  吉井 英生 さん 

 吉井 英生（ヨシイ ヒデキ） 

エネルギー評論家 1965 年生。慶應義塾高校から東京大学教養学部教養学科国際関係論分

科を卒業後、東京電力、日立製作所等でエネルギー事業に約 40 年携わる。東京

電力在籍時には、経済企画庁へ出向し、経済協力政策に関する調査、世界銀行やア

ジア開発銀行などの国際開発金融機関との政策対話の事務局を担当する。米国・

ニューヨーク大学院日米経営経済研究センター客員研究員として海外留学の経験

もあり、学術誌掲載論文を執筆後、ニューヨーク大学院スターン・ビジネススクー

ルで講演を行う。日立製作所では、英国・ホライズンプロジェクト、リトアニア・

ヴィサギナスプロジェクトなど海外原子力事業と国内原子力事業の双方に従事。

途中、日立総合計画研究所に出向し水素社会についても研究。東電と日立などを

通じて約 40 年間、エネルギー事業に携わり、再生可能エネルギーから火力・原子

力等全てのエネルギー分野に詳しい。現在は、合同会社エネルギー問題研究セン

ター代表社員。 



講演会 

日時 2026 年 11 月 13 日（金）15 時～17 時まで 

場所 阿佐ヶ谷地域区民センター 第１・2・3 集会室（130 人利用可能） 

    阿佐ヶ谷駅から高架下を高円寺方向に 5～6 分歩いた所 

参加費 1000 円 

  終了後の懇親会は開催しません。 

 

その他 

 当日 参加者の中から 希望者 10 名に限り 

 著書「新・世界エネルギー戦争」を＠500 円で 

 お分けします。（定価 1200 円税別） 
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